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《ご協力のお願い》 

町内会の皆さまには、日ごろから市政へのご理解とご協力をいただき、誠にありがと

うございます。 

本市では、協働によるまちづくり※をさらに推進するため、平成２５年に策定した「安

城市市民協働推進計画」を改訂し、「第 2次安城市市民協働推進計画」を平成２９年度

中に策定する予定です。 

今回の調査は、町内会の皆様に、現在の活動状況や、「協働によるまちづくり」への

考えをお聞かせいただき、計画に反映させることを目的に実施するものです。 

回答はすべて統計的に処理しますので、回答された方や地域にご迷惑をおかけするよ

うなことはありません。 

お忙しいところお手数ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

※「協働によるまちづくり」とは、市民や市民活動団体、町内会、事業者、行政等が、 

互いに助け合い、協力し合って、誰もが幸せに暮らし続けられるまちづくりを行うこ 

とです。 

     平成２８年７月 

                     安城市長 神 谷  学 
 この調査票は、原則「市民協働」に関する施策策定の目的のために使用しますが、協

働によるまちづくりを推進するため、必要と判断した場合は、回答者の了承を得た上で、

資料として使用させていただく場合がありますので、ご了承ください。 

＜記入方法＞ 

○回答は、町内会長がご記入下さい。何らかのご事情により、町内会長が記入できない 

場合には、副会長・職務代理の方などが代筆してください。 

○平成２８年７月１日現在の内容でご記入ください。 

○ご回答は、あてはまる項目の番号に○をつけてください。また、記述を必要とすると

ころは、必要事項を記入してください。 

○記入後は、同封の返信用封筒に入れ、８月８日（月）までにご発送ください 

ますようお願い申し上げます。（切手は不要です） 

   ＜お問い合わせ＞ 

    安城市役所 市民生活部 市民協働課（担当：神尾、澤田） 

    ＴＥＬ：０５６６－７１－２２１８（ダイヤルイン） 

    ＦＡＸ：０５６６－７２－３７４１ 

Eメール：kyodo@city.anjo.lg.jp 

安城市 市民協働に関するアンケート 

～第２次安城市市民協働推進計画策定に関する調査（町内会対象）～ 
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 ◆「協働」とは？ 

  各地域に存在する課題を解決するために、市民、町内会、市民活動団体、事業者、市が、お

互いに助け合いながら協力し、課題の解決に向けて活動をすることです。 

 ◆「協働」するメリットは？ 

  協働においては、それぞれの主体が、自分の得意分野を持ち寄り、また、他者の不得意な分

野を補いながら活動するため、単独では得ることのできなかった、大きな成果を得られること

があり、そのことが町内会、市民活動団体の活性化につながり、結果として課題の解決につな

がる可能性があります。市民にとっては、団体の活動が活性化し、地域の課題が解決すること

で、暮らしやすい地域がつくられることがメリットとなります。 

この調査シートに出てくる『協働』ってなに？！ 

【協働のイメージ図】 

 

行政 

・まちづくりの推進 

・複雑化するニーズへの対応 

事業者 

・社会貢献によるイメージアップ 

・従業員の連携、協力意識の向上 

市民活動団体 

・活動の活性化、やりがい、生きがい 

・団体の信頼性と知名度の向上 

・新たなきずなづくり 

町内会 

・活動の活性化、やりがい、生きがい 

・町内会活動の担い手の確保 

・新たなきずなづくり 

市民 

協
働 

協
働 

協働 

協働 

協働 

協働の成果 ①地域課題の解決 

           ②地域の活性化   など 

誰もが幸せに暮らし続けられるまち 
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※今回調査における、「町内会（活動）」とは、町内会や自主防災組織、福祉委員会等の活動として、ご回答

下さい。 

町内会名をご記入ください 

              町内会・自治会 

問１ 現在の町内会長の在職年数は何年ですか。（あてはまるもの１つに○印） 

1. １年未満 

2. １年以上３年未満 

3. ３年以上５年未満 

4. ５年以上10年未満 

5. 10年以上 

 

問２ 町内会の役員の選出はどのように行っていますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 立候補または、他人からの推薦 

2. 順番に役職が回ってくる（輪番制） 

3. その他（具体的に：              ） 

候補者が複数いた場合の決定方法 

１．投票     ２．くじ引き 

３．その他（具体的に：             ） 

問３ 町内会への加入率はどのような状況ですか。（あてはまるもの１つに○印） 

1. かなり増加傾向にある 

2. 微増傾向にある 

3. ほぼ横ばいである 

4. 微減傾向にある 

5. かなり減少傾向である 

問４ 町内会に加入しない世帯では、どのようなことが未加入の理由として多いですか。 

（あてはまるもの２つまで○印） 

1. 近所付き合いがわずらわしい 

2. 加入しなくても困らない 

3. 町内会活動に関心がない 

4. 役員になりたくない 

5. 会費を払いたくない 

6. 高齢により活動に参加できない 

7. アパート住まいで短期の居住になる 

8. わからない 

9. その他  

（具体的に：                  ） 

問5 町内会への加入を促進するために、行っていることがありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 未加入世帯者や転入者に口頭で加入を呼びかけている 

2. 未加入世帯や転入者にチラシを作成し配布している 

3. ポスターやチラシを掲示板等に掲示している 

4. 賃貸住宅のオーナーや管理会社に加入を呼びかけている 

5. 事情に応じて役員や会費等の負担を軽減している 

6. その他（具体的に：                                      ） 

7. 行っていることは特にない 

 

 

 

 

Ⅰ．町内会の組織について 
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問６ 町内会において、現在どのような活動に取組んでいますか。（あてはまるものすべてに○印） 

活動分野 

1. 祭り・盆踊り 

2. 運動会・スポーツ大会 

3. 地域施設の維持・管理 

4. 防火・防災 

5. 防犯・交通安全 

6. 清掃・衛生 

7. 自然環境の保護 

8. まちの美化（花壇づくりなど） 

9. ごみの減量・リサイクル 

10. 子育ての支援 

11. 青少年育成 

12. 高齢者介護の支援（見守り、サロン活動等） 

13. 障害者の支援 

14. 多文化共生※ 

15. 歴史・文化の継承 

16. 生涯学習 

17. 健康づくり 

18. その他（具体的に：          ） 

※多文化共生とは、地域に暮らす外国の人たちと、互いの文化的な違いを認め合い、対等な関係を築きながら、 

共に生きていくこと。 

問７ 問６で回答した活動分野の中で、最も自慢できる、または力をいれている特徴的な活動は何ですか。主

なもの３つについて、「活動分野の番号」と「具体的な活動の名称」、「その活動の概要」を下欄ご記入く

ださい。 

問１の活動分野

の番号を記入 
具体的な活動の名称 特に力をいれている特徴的な活動の概要（簡単に） 

 
  

 
  

 
  

問８ 町内会活動を行ううえで、課題となっていることはありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 役員のなり手が不足している 

2. 役員が高齢化している 

3. 役員の負担が多い 

4. 未加入世帯が増加している 

5. 会員（地域全体）が高齢化している 

6. 地域住民の活動に対する関心が年々低下している 

7. 特定の会員しか運営、行事に関わらない 

8. 新旧住民や世代間の交流が難しい 

9. 活動費が不足している 

10. 相談する場所、窓口がない 

11. イベント等の企画の仕方が分からない 

12. 活動・行事がマンネリ化している 

13. 町内会規模が小さく会員が少ないため活動が難しい 

14. プライバシー保護の観点から実態がつかみきれず相

互扶助活動に支障が出ている 

15. 他の地域や組織との連携が弱い 

16. 市からの依頼事項が多い 

17. 役員の引き継ぎが上手くいっていない 

18. 事業を行うためのノウハウがなく、何をどのように

したらいいのか分からない 

19. その他（具体的に：             ） 

20. 特に課題はない 
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問９ 問８の課題に対して、何か取り組まれていることがあれば、ご記入ください。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

問１０ 現在、町内会活動を、ＮＰＯ・ボランティアといった市民活動団体や他の町内会、事業者など、あな

たの町内会以外の団体と協働して実施していますか。（あてはまるもの１つに○印） 

1. 協働している 2. 協働していない 

 

⇒「1.協働している」と回答した方は、特徴的と思われる主な活動の内容、協働相手の団体名を 

３つまでご回答ください。 

活動内容（具体的に） 協働相手 

1.   

2.   

3.   

問１１ 今後、町内会活動を進めていくうえで、他の団体と協働したいと思いますか。 

（あてはまるもの１つに○印） 

1. 協働したい（問１２へ） 2. 協働したくない（問１４へ） 3. メリット、デメリットがあり、

どちらとも言えない 

4. 協働がわか

らない 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．協働を推進するために必要なこと 
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問１２ 問1１で「1.協働したい」と回答した方にお聞きします。どのような団体と協働したいと思いますか。

（あてはまるものすべてに○印） 

1. ＮＰＯ・ボランティアなど市民活動団体 

2. 他の町内会 

3. 社会福祉協議会（地区社協含む） 

4. 教育機関 

5. 商工会議所 

6. 民間企業 

7. 今のところ連携したい団体を特定できない 

8. その他（具体的に：              ） 

上記の団体と協働して取り組みたい活動内容を簡単にご記入ください。 

 

 

 

 

問１３ 問1１で「1.協働したい」と回答した方にお聞きします。他の団体と協働する場合、どのような効果が

期待できると考えますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1. 他の団体の専門性、ノウハウ（やり方）を活かせる 

2. 町内会の活動の担い手が増える 

3. 若い世代との交流の機会が生まれる 

4. 新たな事業展開が可能となる 

5. 活動の活性化につながる 

6. 町内会組織の体制の改善が期待できる 

7. その他 

（具体的に：                  ） 

問１４ 問１１で「２．協働したくない」と回答した方にお聞きします。他の団体と協働する場合、どのよう

な理由で協働したくないと考えますか（あてはまるものすべてに○印） 

1. 活動が偏る恐れがある 

2. 他の活動が圧迫される恐れがある 

3. 継続して活動することが期待できない 

4. どんな団体が市内にあるのか情報がない 

5. 協働相手となる団体が市内には存在しない 

6. 自分たちで活動が完結し、必要がない 

7. その他 

（具体的に：                  ） 

その他市民協働を推進するためのアイデアやご意見など、何でも自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

調査は、以上です。ご協力ありがとうございました。 


